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戦略の進行
管理

１．減容・再
生利用技術
の開発

２．再生利用
の推進

３．最終処分
の方向性の
検討

４．全国民的
な理解の醸
成等

※ 中間貯蔵開始後11年目から30年目（2025‐2044）にかけては、最終処分の方向性を明確化した上、最終処分地に係る調査検討・調整、最終処分地の
　 整備、最終処分地への搬入等を順次実施していく。

減容・再生利用技術の現状把握・評価

技術開発戦略・

工程表のとりまとめ 技術開発戦略の進捗状況のレビュー、精緻化等

研究開発施設の運営方針の検討

技術評価 将来的に活用可能性のある技術の小規模実証・評価（減容等技術実証事業等）

分級処理のシステム技術開発の先行 分級以外のシステム技術開発

浄化物の土木資材へのモデル的活用に関する実証試験

再生資材等の利用動向・要求品質の調査、

安全性確保の検討

再生利用の基本的考え方

の取りまとめ 用途に応じた再生利用の手引きの作成 モデル事業等を踏まえた手引きの充実化

再生利用の促進方法、実施方針等の検討・取りまとめ・方策の見直し

再生利用先の具体化、再生利用の順次開始、本格化の推進

社会的受容性の段階的向上に向けた取組

最終処分シナリオに応じた減容技術の組合せの検討 減容技術の絞り込み及び最終処分の方式に係る検討

最終処分場に要求される施設構造等の要件整理 最終処分場の構造、必要面積等に係る選択肢の検討

最終処分方式の具体化

取り出し・搬出方法、跡地

利用等の検討

最終処分地の調査検討、調整

最終処分地の整備

最終処分地への搬出開始

最

終

処

分

完

了

関係省庁、自治体、関係団体、専門家、学術・教育機関、NPO等との連携した取組

国際機関・二国間対話等における情報発信、国際的な情報交換・レビュー、国内外の研究開発機関等との連携、体制整備

ウェブサイト等を通じた各措置の進捗等について広く公開・情報発信

技術開発・再利用の進捗に応じた対話型・参加型の理解・信頼醸成活動の実施

中間目標 戦略目標


